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林 基治･目片文夫 ･大蔵 聡･消水産子
く研究概要)
A)霊長類脳内生理活性物質一分布特性と発生 ･
発達･加齢一
林 基治 ･大平耕司1)･光永総子2)･
伊藤麻里子3)･消水庄子
(1)脳由来神経栄養因子(BDNF)の受容体(Trka)
に対する抗体を用いて､マカクサルの大脳皮質
(前頭連合野)におけるTrkB含有細胞の分布と
形態および発達について調べた｡胎生140日に
はビラミダル細胞以外に4層の頼粒細胞にも
TrkBの発現がみられた｡生後7日以降は主に
ビラミダル細胞に発現が限定された｡またシナ
プス形成期の生後6ケ月で細胞内の発現塁が最
も多かった｡これらの結果からBDNFは生後は
主にビラミダル細胞の維持に関与し.また大脳
皮質のシナプス形成に関与することが予想され
た｡
1)大学院生 2)COE研究支援推進員
3)COE非常勤研究員
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